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(引
)

人
開
発
遣
の
物
質
的
基
礎

(
二
五
)
一
リ
ズ
ム
と
同
期

前
回
は
.
リ
ズ
ム
を
同
期
で
き
る
た
め
の
「
予
期
的
準

備
」
の
脳
内
機
構
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
情
動
や
共

同
筋
活
動
に
代
表
さ
れ
る
内
部
情
報
と
、
諸
感
覚
に
よ
る

外
部
情
報
の
二
つ
の
流
れ
.
〈
大
脳
基
底
綾
1
補
足
運
動

野
〉
や
〈
小
脳
l
運
動
前
野
〉
と
い
っ
た
部
位
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
.
こ
れ
ら
部
位
の
連
絡
が
解
剖
学
的
に
進
化

の
過
程
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
.
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
患
者
さ
ん
の
共
同
筋
活
動
の
準
備
障
害
、
あ
る

い
は
運
動
前
野
病
変
の
患
者
さ
ん
の
リ
ズ
ム
同
期
障
害
.

症
状
と
代
償
‘
『
支
え
」
の
あ
り
方
も
納
得
で
き
ま
す
.

A
.
R
.
ル
リ
ア
の
症
例
自
体
は
、
一
九
六

0
年
代
な
い

し
そ
れ
以
前
の
も
の
で
す
が
、
現
代
的
知
見
に
耐
え
う
る

内
容
で
す
.
何
故
で
し
ょ
う
か
.
理
由
の
一
つ
は
.
他
方

で
ル
リ
ア
が
、
発
達
の
問
題
、
即
ち
、
『
予
期
的
」
な
準

備
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
か
、
行
為
調
節
に
お
け
る

「
外
言
」
の
役
割
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
.
今
回
は
こ
れ
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
.

ま
ず
、
図
B
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
.
一
二
歳
二
カ
月
の

子
ど
も
の
ゴ
ム
球
把
握
課
題
.
赤
と
緑
の
ラ
ン
プ
に
対
し

同
て
赤
い
ラ
ン
プ
(
陽
性
信
号
)
に
の
み
ゴ
ム
球
を
把
握
す

材
-
る
課
題

.
a
は
、
黙
っ
て
や
っ
た
場
合
.
最
初
の
緑
ラ
ン

畑
一
プ
に
対
し
て
は
抑
制
で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
抑
制

積
一
で
き
ず
、
混
乱
.
b
、

c
は
赤
の
ラ
ン
プ
に
対
し
『
イ

三
一

第
一
イ
」
、
緑
の
ラ
ン
プ
に
対
し
「
ダ
メ
」
と
言
い
な
が
ら
、

(
-
赤
ラ
ン
プ
に
の
み
反
応
す
る
課
題
.
「ダ
メ
」
と
言
っ
て

も
握
っ
て
し
ま
い
ま
す
.
練
習
後
の

c
で
も
同
じ
.
そ
こ

わ (第1お号)んさ(3) 

〈

) 、

外
言
に
よ
る

蔭

井

カ

失

『
予
期
的
準
備
』
能
の
形
成

即
ち
‘
雷
い
な
が
ら
行
為
す
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
の
な
か

に
動
作
を
準
備
す
る
カ
を
形
成
し
て
い
る
段
階
.
ル
リ
ア

は
「
予
備
的
定
位
反
応
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
「
予
期

的
準
備
」
と
同
義
で
す
.
d
の
把
握
波
形
か
ら
、
こ
う
し

た
関
係
が
読
み
取
れ
ま
す
.

闘

A
を
見
て
い
主
だ
き
た
い
.
「
予
期
的
準
備
」
は
、

内
部
情
報
と
外
部
情
報
の
二
つ
の
流
れ
の
相
互
作
用
の
も

と
で
可
能
.
こ
れ
ら
の
相
互
作
用
は
言
葉
系
が
介
在
し
て

は
じ
め
て
安
定
.
こ
と
ば
を
表
出
し
な
が
ら
行
為
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
脳
の
な
か
に
動
作
の
準
備
能
を
形
成
.
三

歳
児
に
お
け
る
動
作
時
の
「
独
り
言
」
や
、
自
閉
症
児
の

問
題
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
仮
定
は
大
事
な
事
柄
を
提
起

し
て
い
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

で
.
陽
性
信
号
に
対
す
る
外
言
・
『
イ
イ
」
の
み
言
わ
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
.
す
る
と
d
、
子
ど
も
は
予
期
的
に

動
作
を
準
備
、
同
期
で
き
た
の
で
し
た
.

こ
れ
は
、
一
九
六
O
年
二
月
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
開
催

さ
れ
た
「
第
三
回
中
継
神
経
系
と
行
動
に
関
す
る
国
際
会

議
」
で
の
ル
リ
ア
の
報
告
で
す
.
『行
為
に
対
す
る
言
語

の
調
節
的
役
割
」
と
し
て
有
名
な
実
験
.
乳
幼
児
に
と
っ

て
(
こ
と
ば
の
表
出
〉
は
〈
行
為
す
る
と
と
て
意
味
で

分
化
で
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
後
の
発
遣
を
待
た
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
.
ル
リ
ア
は
、

こ
の
会
議
で
次
の
よ
う

に
強
調
.

「
条
件
反
射
の
形
成
の

な
か
で
予
備
的
定
位
反

射
が
最
も
重
要
.
予
備

的
定
位
反
応
は
、
動
作

と
と
も
に
言
語
の
表
出

が
結
び
つ
い
て
形
成
さ

れ
る
」
と
.

黙
っ
て
行
為
し
た
り
、

升
化
し
て
準
備
す
る
こ

と
は
、
三
歳
児
に
は
ま

だ
で
き
ま
せ
ん
.
「ダ

メ
」
と
自
分
で
首
っ
て

も
反
応
.
「
イ
イ
」
の

み
表
出
す
れ
ば
、
同
期
.

A 2つの流れのもとでの言語による予期的輔の形成

外部情報に対応 綱宣告するシステム

(脳幹ー小島一視床ー運動前野)
外観情報言語による

行為細菌

{前田前野)

媒介項

内部情帽

(大脳基底核ー視庫ー補足運動野)

共同筋活動白水準を最適にするシステム
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骨ランプに ((Press))、緑ランプに <<No>>と置いながら.
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c 揮官後、 b)と閉じ<<<Press})、
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."一d 赤ランプに対する ((Press))のみを冨わせた場合.
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